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1. はじめに 
 朝鮮時代の司譯院は、外交通訳を担うと同時に、外国語教育機関としても機能していた。

ここには漢学・倭学・蒙学・女真学の四学が置かれ、満洲人の入関後には女真学が清学へ

と改められた。現存する清学書としては、読本類の『八歳兒』・『小兒論』・『三譯総解』・

『淸語老乞大』と、辞書類の『同文類解』・『漢淸文鑑』が挙げられる（小倉 1914a: 44-45; 
1914b: 257-262; Lie 1972: 19-21; 邵磊 2011: 290）。 
 清学書におけるハングル表記の満洲語文語は、必ずしも満洲文字で書かれた満洲語文語

を一対一で転写したものではない。例えば、満洲語文語の CVwV（C＝子音、V＝単母音

または二重母音）に相当する語形が、ハングル表記では 1 音節で書かれる場合もあれば、

2 音節で書かれる場合もある。また、満洲語文語の e に対応するハングル表記や io に対応

するハングル表記などにも、それぞれ複数の対応形式が見られる。ハングル表記の満洲語

文語は、満洲文字では表しきれない発音上の細部を、ある程度反映している可能性がある。

清学書における満洲語文語の満洲文字表記とハングル表記の対応関係に関する研究とし

ては、池上（1951; 1954; 1963）、今西（1958）、성백인（1984）、岸田（1989）、Ikegami（1990）、
崔宰宇（1997）、菅野（2005）、邵磊（2011; 2016）、和田（2013）、王敵非（2013）、邵磊・

多麗梅（2022; 2023）、邵磊・金龍軍（2022）、邵磊・林茶英（2022）、邵磊・王敵非（2022）、
邵磊・任國俊（2023）などが挙げられる。 
 満洲文字とハングルの表記対応の問題を検討するには、ハングルで記された満洲語文語

の語を、対応するメレンドルフ式転写にもとづいて配列し、整理する作業が有効であると

考えられる。そこで本稿では、清学書『淸語老乞大』（全八巻）の第三巻にあるハングル

表記の満洲語文語の語について、メレンドルフ式転写にもとづき索引を作成する。 
 최동권 외（2012: 497-612）も『淸語老乞大』の索引を提供しているが、本稿の索引はそ

れと以下の点で異なる。 
[1] 索引の性質。최동권 외（2012: 497-612）の索引には、満洲語文語メレンドルフ転写と

それに対応する朝鮮語訳を掲載しているが、索引に満洲語文語のハングル表記を記してい

ない。そのため、満洲語文語のハングル表記を参照するたびに『淸語老乞大』の原文を確

認する必要がある。一方、本稿の索引は、満洲語文語メレンドルフ転写とそれに対応する

ハングル表記を対照させたものであり、本稿の索引により、『淸語老乞大』におけるハン

グル表記の満洲語文語の語形を直接参照でき、両者の対応関係が一目瞭然となる。 
[2] 索引の対象単位。최동권 외（2012: 497-612）の索引は複合語や、後接する格助詞を含

むまとまり（例：ahūn deo i「兄弟の」）を一つの対象単位として扱っている。一方、本稿

の索引は、スペースを含まない個々の語を対象単位とする。 

 
* 本稿は、中国国家社会科学基金後期資助項目「満語支語言音系学研究」（課題番号 22FMZB009）の助成

を受けた研究成果の一部である。本稿の執筆にあたり、北京工業大学の李嘉豪氏よりご協力を賜った。

また、Sulfa より貴重な助言をいただいた。ここに記して深甚なる謝意を表する。 
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[3] 出現箇所の表示方法。최동권 외（2012: 497-612）の索引では、語彙の出現箇所を「巻:
葉」の形式で示している。一方、本稿の索引では、「巻-葉-行-個」の形式を採用しており、

これにより該当する葉の何行目の何語目として出現しているかを特定することができる。 
[4] 対象範囲。최동권 외（2012: 497-612）は『淸語老乞大』全巻を対象とした索引である。

本稿はその第三巻に限定した索引である。 
 
2. ハングル表記満洲語文語の索引 
 次表は、清学書『淸語老乞大（巻之三）』におけるハングル表記の満洲語文語の語形を、

メレンドルフ式転写のアルファベット順に配列したものである。 
[1] 第 1 列には、満洲文字で書かれた語のローマ字転写（メレンドルフ式転写）と、その

語の和訳を示している。和訳については、羽田（1937）、田村ほか（1966-1968）、福田（2008）
等を参考にした。なお、和訳は原則として『淸語老乞大（巻之三）』中の文脈に限定した

意味ではなく、一般的な語義に基づくものとする。 
[2] 第 1 列の動詞については、原則として未完了形とその和訳を記載している。ただし、

『淸語老乞大（巻之三）』における記録が未完了形以外の形式である場合には、第 1 列に

未完了形と和訳を示すとともに、その下の行には、対応する語形を併記している。 
[3] 第 2 列には、『淸語老乞大（巻之三）』に見られるハングル表記の満洲語文語の語形を

示している。 
[4] 第 3 列は、当該語形が『淸語老乞大（巻之三）』原書のどこに出現しているかを示した

ものである。たとえば「(3-1a-2-4)」は「第 3 巻-第 1葉 a面-第 2行-第 4 語」を表す。「第

X 語」とは、ハングル表記の満洲語文語のみを対象に順に計数した場合の X 番目に現れ

る語を指す（ハングル表記の満洲語文語以外の語は計数から除外する）。 
 

表 1：『淸語老乞大（巻之三）』ハングル表記満洲語文語索引 
メレンドルフ式転写と和訳 ハングル表記 出現箇所 
abka「空」 압카 (3-3b-6-1) (3-4a-2-4) (3-15a-3-3) (3-16a-4-3) 

(3-19b-2-4) 
absi「どう；なんと；どこに」 압시 (3-21b-2-2) 
acambi「会う；合う」 --- --- 
 acafi 아챠피 (3-4a-4-3) 
 acame 아챠머 (3-8a-4-5) 
 acara 아챠라 (3-9b-5-2) (3-19a-4-1) 
aciha「積荷」 아치하 (3-4a-1-2) (3-5b-6-1) (3-9a-5-2) (3-14a-4-7) 

(3-15b-5-5) 
acimbi「駱駝や馬に荷物を積

む」 
--- --- 

 aciki 아치키 (3-14a-5-1) 
 acime 아치머 (3-4a-3-2) 
 acire 아치러 (3-14a-5-3) 
adaki「隣」 아다키 (3-19a-2-2) 
adali「同様」 아다리 (3-1a-3-7) (3-2a-3-4) (3-8b-4-5) 
adarame 아다라머 (3-2a-4-1) (3-17b-2-3) (3-19a-2-5) (3-20b-4-

4) (3-22a-5-4) 
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afabumbi「交付する；指示す

る；担当する」 
--- --- 

 afabufi 아파부피 (3-14a-3-3) 
age「兄」 아거 (3-4a-5-1) (3-6a-5-2) (3-8a-5-2) (3-8b-5-1) 

(3-11b-1-5) (3-12a-5-2) (3-12b-1-5) (3-12b-
3-7) (3-13a-1-5) (3-15a-1-5) (3-16a-2-2) (3-
16b-2-3) (3-17b-4-2) (3-19b-1-1) 

ai「何；何の」 애 (3-6b-4-1) (3-8a-6-3) (3-8b-2-2) (3-10a-4-4) 
(3-11a-3-6) (3-12b-2-2) (3-15a-3-1) (3-17a-
6-2) (3-23a-6-3) 

aibide「どこに」 애비더 (3-2b-4-5) (3-12b-6-2) (3-19b-3-2) 
aika「もし；もしかしたら」 애카 (3-7a-2-2) (3-11b-4-2) (3-13a-2-1) (3-14b-2-

5) (3-15b-2-3) 
aikabade「もし」 애카바더 (3-13a-6-1) (3-22a-4-2) 
ainambi「何をする、どうす

る」 
--- --- 

 ainara 애나라 (3-16a-3-1) (3-16b-2-2) (3-19a-6-1) (3-20b-
3-5) 

ainu「なぜ」 애누 (3-14b-1-3) (3-19b-6-3) 
aisembi「何と言う」 --- --- 
 aiseme 애스머 (3-4a-6-4) 
ajige「小さい」 아지거 (3-8a-4-1) (3-12a-5-3) (3-13a-3-1) (3-17b-5-

1) (3-18a-4-1) 
akdambi「信頼する」 --- --- 
 akdaci 악다치 (3-20a-6-5) 
 akdarakū 악다라쿠 (3-17b-6-4) 
akdun「頑丈な；信用ある」 악둔 (3-5a-4-5) 
akū「無い」 아쿠 (3-1a-4-1) (3-5b-2-1) (3-6b-1-4) (3-7b-4-1) 

(3-7b-5-4) (3-8a-6-5) (3-11a-2-2) (3-16a-6-7) 
(3-16b-4-5) (3-19a-4-3) (3-21a-6-5) (3-22a-
5-2) 

akūn「無い(akū)か」 아쿤 (3-1a-2-5) (3-10a-5-2) 
alambi「告げる」 --- --- 
 ala 아라 (3-12b-5-4) 
aldangga「遠縁の」 알당가 (3-3b-1-4) 
alimbi「受ける；引き受ける」 --- --- 
 alifi 아리피 (3-8a-5-6) 
alimbaharakū「甚だ」 아림바하라쿠 (3-11b-3-3) 
alin「山」 아린 (3-2b-5-4) 
amargi「北；後ろ」 아말기 (3-2b-5-3) (3-15a-6-3) (3-18a-5-3) (3-18b-2-

2) (3-22b-6-3) 
amasi「後ろに」 아마시 (3-2b-1-6) (3-4b-3-1) (3-14b-4-1) 
ambula「多い；大いに」 암부라 (3-11a-1-1) (3-12a-6-1) 
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amuran「好き」 아무란 (3-9a-2-1) 
anda「友」 안다 (3-16a-3-6) 
andahalambi「客として滞在

する」1 
--- --- 

 andahalara2 안다하라라 (3-10a-2-3) 
andase「anda (友)の複数」 안다스 (3-6b-5-3) (3-7a-4-3) (3-7b-2-2) (3-7b-6-5) 

(3-8a-2-2) (3-19b-6-2) 
angga「口」 앙가 (3-11a-5-2)3 (3-21b-5-5) 
aniya「年」 아냐 (3-5a-5-3) 

 
1「客として滞在する」は、최동권 외（2012: 507）における朝鮮語訳「나그로 머물다」を日本語に訳し

たものである。 
2 当該語 andahalara の『淸語老乞大』原書における朝鮮語訳は「나그쳬」であり、語基は「客」を意味

するものであると考えられる。「客」を意味する語は、『増訂清文鑑』では antaha と綴られるが、『大清全

書』では antaha と andaha の両綴りが見られる（後者は felere andaha「刺客」などを参照されたい）。『淸

語老乞大』には、antaha の用例があり、出現箇所は(3-8b-6-5), (3-10b-3-5), (3-12a-1-5), (3-20b-6-4), (3-21a-
1-2), (4-1b-2-4), (4-3b-1-2)である。 
 また、『大清全書』と『増訂清文鑑』には、antahala-, andahala- のいずれの動詞語幹も収録されていな

い。一方、『清文総彙』では antahalambi の見出しに「見禮王制二為賓客之賓客曰 antaha antahalambi」と

の説明をしている。満文の『禮記』における当該の antaha antahalambi については、『欽定四庫全書』の

『御製繙譯禮記』卷五第十九葉 b 面を参照されたい。当該の「賓客」は、「客を持て成す」意味であると

考えられる。『淸語老乞大』における andahala-「客として滞在する」とは意味が異なる。 
 以上を次表のとおりに整理することができる。 
 

表 2：『大清全書』・『増訂清文鑑』・『淸語老乞大』における antaha, andaha, antahala-, andahala- 
 antaha andaha antahala- andahala- 

大清全書 ＋ ＋   
増訂清文鑑 ＋    
清文総彙 ＋  ＋（客を持て成す）  
淸語老乞大 ＋   ＋（客として滞在する） 

 
 Sulfa（私信）は antaha〜andaha の語源はモンゴル語の anda「友」である可能性を提示している。また、

andarambi「人見知りする」や anduhūri「疎疎しい、冷淡な」との関連性も考えられるとしている。その

根拠として、友人や客が訪れた際には子供が人見知りをすることが多い点を挙げている。 
 この考えを踏まえ、筆者の考えでは、antaha は andaha の音変化の結果である可能性がある。すなわち、

andaha > antaha のような変化があったと考えられる。具体的には、2 つ目の a が無声音化かまたは脱落す

る変化が先に起こり、それによって d の次の分節が無声音になり、d 自体も無声音（t）に変化した。た

だし、表記上は 2 つ目の a がそのまま書かれている。Norman（1996: 1）によれば、有声音で終わる語根

は、子音 h で始まる接尾辞の前に現れる場合、しばしば無声音化する。例えば、次のような例がある。

これらの例も、上記と類似する現象であると考えられる。 
 waci-hiya- 'to complete' (cf. waji- 'to finish'), 
 fonto-ho 'small hole' (cf. fondo-lo- 'to pierce, make a hole'), 
 yafa-han 'on foot' (cf. yabu- 'to walk'), 
 tofo-hon 'fifteen' (cf. Mongolian tabun 'five'), 
 ufu-hi 'part, share' (cf. ubu 'portion, share'), 
 afa-ha 'sheet (of paper)' (cf. abdaha 'leaf'), 
 fecu-hun 'low, base' (cf. fejergi 'underneath'). 
 一方、Sulfa は fecuhun を facuhūn「乱れた」と比較しており、両語間に母音調和における陰性・陽性の

対応が見られるとしている。また、facuhūn は faca-「解散する」＋接辞 -hūn に由来するとしている。 
3『満漢同文分類全書』や『清文啓蒙』には emu mangga jefu「吃一口」が見られる。ここでは、emu の u
が脱落し（ただし、この u の脱落は満洲文字表記には反映されていない）、em の語末の m が angga「口」

にコピーされていると考えられる。すなわち、日本語の連声のような現象である。清学書のうち、『同文

類解』(1-62b-8-5/6)には「어무 망가」（emu mangga）「一口」が収録されており、同様に emu mangga の形
式をとっている。『淸語老乞大』(3-11a-5-2)の angga は、emu angga jeterengge「입먹거시」という文脈

に出現している。こちらも emu の次に来ているにもかかわらず、mangga の形式をとっていない。 
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antaha「客」 안타하 (3-8b-6-5) (3-10b-3-5) (3-12a-1-5) (3-20b-6-
4) (3-21a-1-2) 

antaka「どうか」 안타카 (3-2b-6-4) (3-17a-1-1) (3-23a-4-6) 
ara「ああ」 아라 (3-2b-4-1) (3-14a-6-5) 
arambi「作る；書く；〜のふ

りをする」 
--- --- 

 araci 아라치 (3-7a-3-1) 
 araha 아라하 (3-7a-1-3) (3-13b-5-3) 
 arame 아라머 (3-5b-3-4) (3-6b-3-3) 
arbun「容姿；様子」 알분 (3-20b-1-4) 
arkan「どうやらやっと、かろ

うじて」 
알칸 (3-15a-1-2) 

arsarakū「尋常ではない」4 알사라쿠 (3-21a-6-1) 
asiha「若い；若者」5 아시하 (3-23a-1-3) 
asuru「(後に否定を表す要素

を伴って)あまり〜ない」 
아수루 (3-22b-3-6) 

ayoo「～ではあるまいか」 아 (3-7a-1-6) 
ba「所；里(距離単位)」 바 (3-16a-6-6) (3-17a-6-3) (3-18b-3-1) (3-18b-

4-3) (3-19a-4-2) 
babe「所/里を」 바버 (3-15b-1-3) (3-16a-5-3) (3-16b-1-5) (3-19b-

3-5) (3-23a-3-2) (3-23a-5-3) 
babi「〜所がある；〜里ある」 바비 (3-6b-4-4) (3-10a-4-6) (3-11a-4-1) (3-15a-4-

6) (3-23b-1-2) 
bade「所/里に」 바더 (3-1a-2-2) (3-1b-5-2) (3-12a-1-4) (3-12a-3-2) 

(3-13a-2-5) (3-16b-1-3) (3-18a-3-5) (3-20a-
4-1) (3-23a-2-2) 

bahambi「得る」 --- --- 
 bahaci 바하치 (3-23a-5-4) 
 bahaki 바하키 (3-12a-3-5) 
 bahara 바하라 (3-11a-6-4) 
bahanambi「できる」 --- --- 

 
4 arsarakū の『淸語老乞大』原書における朝鮮語訳は「녜롭지아닌」である。南廣祐（1997: 295）によ

れば、「녜」は現代語では「예사」（漢字では「例事」）である。また、두산동아 사서편집국（1994: 1424）
によれば、現代語の「예사롭다」は「ありふれた事だ；あたりまえだ；ちっとも不思議でない」を意味す

る。したがって、「녜롭지아닌」は「尋常ではない」を意味すると考えられる。筆者の推測では、arsarakū
は、arsari「尋常な」＋akū「ない」に由来する。arsari の語末母音 i は a ではないものの、akū の語頭母音

a と融合する際に脱落したものと考えられる。このような例は他にもある。例えば、ici＋akū＝icakū「気
に入らない」（王海波 2025: 6）、muru＋akū＝murakū「放埓」（この意味の murakū の用例については竹越

2018: 12 を参照）、doro＋akū＝dorakū「無礼」などの例もある。なお、최동권 외（2012: 508）も、arsarakū
は arsari＋akū に由来するとしている。また、arsarakū は『大清全書』や『増訂清文鑑』には収録されてい

ないものの、『満英辞典』（Norman 2013: 22）には収録されている。 
5 当該語は『増訂清文鑑』では asihan と綴られている。asihan「少」などの見出し語を参照されたい。一

方、『大清全書』では asiha と綴られている。見出し語 asiha「幼少。」を参照されたい。『淸語老乞大』の

当該箇所では、満洲文字表記・ハングル表記のいずれも、asiha に対応する形で現れている。なお、도정업
（2022: 8）は asiha は清国刊行文献には見られないと述べている。しかし、上述したように、『大清全書』

には asiha「幼少。」が収録されている。 
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 bahanarakū 바하나라쿠 (3-5a-6-1) 
baicambi「調べる」 --- --- 
 baicame 배챠머 (3-21a-3-7) 
baimbi「探す；求める；目掛

ける」 
--- --- 

 baiki 배키 (3-15b-1-4) 
 baime 배머 (3-6b-2-2) (3-11b-6-6) (3-13a-4-4) (3-13b-1-

1) (3-16a-5-4) (3-16b-1-6) 
 baisu 배수 (3-19b-4-1) 
baita「事」 배타 (3-13a-2-2) 
baitalambi「使う」 --- --- 
 baitalaha 배타라하 (3-5a-3-3) 
balai「みだりに」 바래 (3-19b-6-5) 
balama「言行ほしいままの

(人)」(hendure balama「古事
や諺などを引き合いに出す

決まり文句」) 

바라마 (3-12a-1-2) 

bargiyambi「収める」 --- --- 
 bargiya 발갸 (3-10a-6-4) 
 bargiyafi 발갸피 (3-10b-6-2) 
baru「〜に向かって」 바루 (3-22b-2-1) 
be「私たち(除外的)」 버 (3-4a-6-1) (3-6a-5-3) (3-9b-1-1) (3-10a-3-5) 

(3-10a-5-3) (3-11b-1-1) (3-16a-3-3) (3-16b-
2-4) (3-17b-4-3) 

be「を」 버 (3-1b-6-4) (3-2a-3-6) (3-2b-1-4) (3-2b-2-3) 
(3-3a-1-2) (3-3b-3-1) (3-4a-1-3) (3-4b-2-2) 
(3-5a-1-4) (3-5b-5-4) (3-5b-6-4) (3-6a-1-2) 
(3-6a-1-6) (3-6a-3-2) (3-7a-4-1) (3-7a-4-4) 
(3-8a-5-5) (3-8b-6-6) (3-9a-2-5) (3-9a-5-3) 
(3-9a-6-4) (3-9b-5-3) (3-10a-4-2) (3-10a-6-3) 
(3-10b-3-3) (3-10b-3-6) (3-10b-6-1) (3-10b-
6-5) (3-11b-5-1) (3-11b-6-5) (3-12a-2-1) (3-
12a-3-4) (3-12b-1-2) (3-12b-4-2) (3-12b-4-4) 
(3-12b-5-1) (3-13a-3-3) (3-13a-6-6) (3-13b-
4-5) (3-13b-6-1) (3-14a-2-6) (3-14a-4-4) (3-
14a-4-8) (3-15b-6-1) (3-17a-5-4) (3-17b-2-1) 
(3-18a-1-6) (3-19a-3-3) (3-19a-5-5) (3-20a-
2-4) (3-20b-2-3) (3-20b-4-1) (3-20b-6-5) (3-
21a-3-5) (3-21a-6-3) (3-21b-3-3) (3-21b-5-6) 
(3-21b-6-4) (3-22b-1-5) (3-22b-3-5) 

beging「漢語北京」 버깅 (3-22b-1-7) 
bele「米」 버러 (3-5b-3-1) (3-6a-4-5) (3-6b-2-4) (3-6b-4-2) 

(3-11a-6-3) (3-13b-3-6) 
beleni「出来合いの」 버러니 (3-13b-5-4) 



 7 

benjibumbi「送ってこさせ

る」 
--- --- 

 benjibuhebi 번지부허비 (3-14a-1-4) 
beye「体；自分」 버여 (3-8b-4-4) 
bi「私」 비 (3-2b-6-5) (3-3a-2-1) (3-4a-6-3) (3-8b-2-4) 

(3-11b-4-1) (3-12b-6-4) (3-13a-5-1) (3-13b-
3-4) (3-14b-4-3) (3-17a-1-2) (3-20a-6-4) (3-
20b-4-3) 

bi「ある；いる」 비 (3-1a-6-7) (3-7b-6-4) (3-9b-6-5) 
 bici 비치 (3-7b-1-5) (3-7b-4-6) (3-9b-2-2) 
 bicibe 비치버 (3-7a-6-4) (3-19a-4-4) (3-22b-4-1) 
 bifi 비피 (3-13a-2-3) 
 bihe 비허 (3-13b-4-1) (3-16a-4-1) (3-20b-6-7) (3-21a-

2-4) 
 bime 비머 (3-5a-3-2) 
 bio  (3-1a-2-4) (3-9a-4-5) (3-13b-1-5) 
 bisire 비시러 (3-3a-1-4) 
 bisu 비수 (3-15b-6-3) 
birembi「小麦粉を麺棒で伸

ばす；攻撃する」 
--- --- 

 bireme「一概に」 비러머 (3-20a-4-3) 
bithe「本；字；学識」 빋허 (3-17a-4-1) (3-18a-1-5) (3-22a-6-5) 
boihoji「主人」6 뵈호지 (3-4a-4-1) (3-4a-4-5) (3-6a-5-1) (3-10b-6-4) 

(3-12a-5-1) (3-16a-2-1) (3-17b-4-1) (3-21b-
2-1) 

boo「家；部屋」  (3-11b-4-6) (3-12b-3-5) (3-13a-6-5) (3-16a-
6-2) (3-17a-3-3) (3-18b-5-3) (3-19a-2-3) (3-
19a-4-5) (3-21a-3-4) 

boode「家/部屋に；家/部屋
で」 

더 (3-9b-6-2) (3-11b-6-2) (3-13a-4-3) (3-15a-2-
3) (3-15a-6-7) (3-16a-5-1) (3-16b-6-3) (3-
20b-6-2) (3-23a-4-4) 

booi「家/部屋の」  (3-7a-5-1) (3-15b-3-2) 
bošombi「追い出す」 --- --- 
 bošome 보쇼머 (3-14a-4-5) (3-22b-1-6) 
buda「飯」 부다 (3-5b-3-3) (3-6a-6-4) (3-6b-3-2) (3-6b-5-1) 

(3-7a-1-4) (3-7a-5-4) (3-7a-6-3) (3-8a-5-7) 
(3-8b-2-1) (3-9b-3-2) (3-9b-6-3) (3-10b-1-7) 
(3-10b-3-1) (3-11a-3-3) (3-11b-2-2) (3-11b-
6-4) (3-13b-5-5) (3-14a-6-2) 

bumbi「与える」 --- --- 
 bufi 부피 (3-3b-3-4) (3-11b-2-3) 

 
6 当該語は『増訂清文鑑』では boigoji と綴られている。見出し語 boigoji「主人」を参照されたい。一方、

『大清全書』では boihoji と綴られている。見出し語 boihoji「主人婆。家主。」を参照されたい。 
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 buki 부키 (3-9b-4-5) 
 bureo 부 (3-9b-2-4) 
ce「彼ら；彼女たち」 쳐 (3-21b-5-1) (3-22a-4-1) 
ci「より」 치 (3-5a-4-3) (3-9b-3-3) (3-11a-6-5) (3-17a-3-2) 

(3-18a-6-2) (3-18b-1-3) (3-20a-1-4) (3-21a-
3-2) (3-22b-1-3) 

cimari「明日；朝」 치마리 (3-3a-3-4) (3-6a-6-3) 
cira「厳しい」 치라 (3-22a-1-4) 
ciralambi「厳格にする」 --- --- 
 ciralame 치라라머 (3-20a-4-5) 
cohome「特に」 쵸호머 (3-6b-2-1) 
coko「鶏；酉」 쵸코 (3-3b-5-3) 
coohiyan「朝鮮」 햔7 (3-21b-4-4) (3-22b-1-2) 
da「根；本；起源；長；矢の

序数詞；庹(長さの単位)」 
다 (3-1a-6-6) (3-1b-3-3) 

daci「もとより」 다치 (3-14b-2-1) (3-17b-1-1) 
dahambi「従う；投降する」 --- --- 
 dahame 다하머 (3-10a-4-3) (3-10b-3-7) (3-12b-4-5) 
dalbade「傍らに/で」 달바더 (3-3a-3-1) (3-6a-2-4) 
damu「もっぱら；ただ；しか

し」 
다무 (3-7a-1-1) (3-7b-5-5) (3-11a-2-3) (3-17a-2-3) 

(3-23a-5-1) 
daruhai「たびたび」 다루해 (3-14b-4-4) 
de「に；で」 더 (3-1b-3-4) (3-1b-6-6) (3-2a-1-5) (3-2b-6-1) 

(3-3a-4-3) (3-4a-4-2) (3-4b-3-4) (3-4b-4-2) 
(3-4b-6-2) (3-5b-2-5) (3-6a-4-3) (3-7b-2-3) 
(3-7b-6-6) (3-8a-6-2) (3-8b-3-1) (3-9a-1-4) 
(3-9b-4-3) (3-10b-4-4) (3-11a-3-5) (3-11a-4-
4) (3-11a-5-5) (3-11b-4-4) (3-13a-1-3) (3-
13b-3-3) (3-14a-3-2) (3-14b-1-5) (3-16a-2-3) 
(3-16b-4-3) (3-17a-3-7) (3-17b-6-1) (3-18a-
5-7) (3-19b-2-7) (3-21a-1-5) (3-21a-4-3) (3-
21a-5-4) (3-21b-5-3) (3-22a-2-2) 

dedubumbi「寝かせる；横向

きに置く；発酵させる」 
더두붐비 (3-20b-5-1) 

 dedubu 더두부 (3-19b-5-6) 
 dedubuci 두러부치 (3-16b-6-7) 
 dedubuhe 더두부허 (3-20b-6-6) 

 
7『同文類解』と『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」のハングル表記に違いが見られる。『同文類解』

における coohiyan「朝鮮」は、[1]「암바 곤 이 햔」（amba forgon i coohiyan）「冬大季」(1-37b-6-2/3/4/5)、
[2]「커시 더 헝키[러✓]러 햔」（kesi de hengkilere coohiyan）「謝恩使」(1-37b-7-1/2/3/4)、[3]「햔」（coohiyan）
「朝鮮」(2-32a-6-1)に出現しているが、coohiyan「朝鮮」の coo に対応するハングル表記はいずれも「」

ではなく「」である。一方、『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」の coo のハングル表記は、「」

ではなく「」である。 
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 deduburakū 더두부라쿠 (3-15b-4-4) (3-16b-4-7) (3-17a-5-5) 
 deduburakūngge 더두부라쿵거 (3-17a-2-1) 
dedumbi「横になる」 --- --- 
 deduci 더두치 (3-19a-5-3) (3-23a-2-3) (3-23a-4-5) 
 dedume 더두머 (3-3b-4-2) 
 dedure 더두러 (3-15b-1-2) (3-16a-5-2) (3-16b-1-4) (3-19b-

3-4) (3-23a-5-2) 
den「高い」 던 (3-5b-1-3) 
dere「顔；机；方」 더러 (3-7a-3-4) (3-8a-4-4) (3-17a-4-3) (3-20a-2-1) 
dere「〜であろう」 드러 (3-4a-2-6) 
dergi「上；東」 덜기 (3-18a-5-5) 
diyan「漢語店」 댠 (3-4b-4-1) (3-5b-1-7) (3-6b-1-3) 
 (hiya diyan「夏店」)  (3-15a-4-2) 
dobori「夜」 도보리 (3-16b-6-6) (3-19b-5-4) 
dogon「渡し場」 도곤 (3-21b-5-4) 
donjimbi「聴く」 --- --- 
 donjici 돈지치 (3-19a-3-4) 
doogan「橋」8 간 (3-4b-5-6) (3-5a-1-3) 
dorgi「内」 돌기 (3-13a-1-2) (3-17b-5-5) (3-18a-3-3) (3-18a-

4-5) (3-21a-1-4) 
doro「道理；礼儀」 도로 (3-13b-1-4) 
dorolombi「礼を執る」 도로롬비 (3-16a-2-4) 
doron「官印」 도론 (3-18a-1-2) 
dosimbi「入る；進む；進撃す

る」 
--- --- 

 dosifi 도시피 (3-6a-4-4) 
duibulembi「比較する」 --- --- 
 duibuleci 뒤부러치 (3-4b-6-3) 
dukai「門の」 두캐 (3-16b-5-3) (3-17a-3-5) 
dulembi「通過する；時が過ぎ

る；病気が治る；燃える」 
--- --- 

 duleme 두러머 (3-4b-5-4) (3-6b-5-5) 
ebimbi「飽食する」 --- --- 
 ebihe 어비허 (3-10a-5-5) (3-11a-5-4) 
 ebiheo 어비 (3-10a-5-1) 
 ebitele 어비터러 (3-3b-3-5) (3-7a-6-5) (3-10a-3-3) 
ebubumbi「降ろす」 --- --- 
 ebubufi 어부부피 (3-5b-6-2) 
efujembi「壊れる」 --- --- 
 efujeme 어푸져머 (3-5a-5-6) 
efulembi「壊す；馘す」 --- --- 

 
8 当該語は『増訂清文鑑』では doohan と綴られている。 
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 efulefi 어푸러피 (3-5a-1-5) 
ehe「悪い」 어허 (3-4b-2-3) (3-14b-3-3) (3-17b-1-7) (3-17b-4-

4) (3-19b-4-5) (3-21b-3-1) 
eimembi「嫌う」 --- --- 
 eimeme 에머머 (3-15b-4-3) 
 eimenderakū9 에먼더라쿠 (3-23a-3-3) 
 eimere 에머러 (3-23b-1-1) 
elben「茅」 얼번 (3-7a-4-6) 
ele「あらゆる；益々」 어러 (3-20a-3-5) 
elemangga「却って」 어러망가 (3-8b-1-1) 
elheken「やや緩やかな」 얼허컨 (3-10a-2-4) 
elu「葱」 어루 (3-7b-4-4) 
emgeri「一度；既に」 엄거리 (3-10a-3-6) 
emke「一つ」 엄커 (3-9b-2-3) (3-10b-1-2) (3-22a-2-3) 
emken「一つ」 엄컨 (3-22a-2-4) 
emu「一」 어무 (3-3a-5-2) (3-6a-1-4) (3-9a-4-6) (3-9b-3-4) 

(3-11a-2-4) (3-11a-5-1) (3-11a-6-1) (3-16b-
6-5) (3-18b-1-4) (3-19b-5-3) (3-20b-5-4) (3-
21a-2-1) (3-23a-2-1) 

encu「別の」 언츄 (3-10b-2-4) 
enculembi「別にする」 --- --- 
 enculeme 언츄러머 (3-10a-1-4) (3-14a-1-3) 
endembi --- --- 
 endembio「騙されるもの

か」 
언덤 (3-21b-3-5) 

 enderakū「ちゃんとわかっ

ている」 
언더라쿠 (3-18a-2-2) 

enenggi「今日」 어넝기 (3-14b-5-1) (3-16a-4-2) 
enggemu「鞍」 엉거무 (3-4a-2-1) 
enteke「このような」 언터커 (3-2b-4-2) 
ere「これ」 어러 (3-2b-1-2) (3-3a-6-3) (3-4b-5-3) (3-5b-5-2) 

(3-6a-2-1) (3-6a-4-1) (3-7a-4-5) (3-8b-1-3) 
(3-9b-3-1) (3-12b-2-6) (3-14a-2-7) (3-14b-1-
1) (3-15a-6-1) (3-16b-5-2) (3-19b-6-1) (3-
20b-5-2) (3-21b-3-6) (3-23a-4-1) 

ereci「これより」 어러치 (3-14b-3-5) 

 
9『淸語老乞大』には eimenderakū の語形が(3-23a-3-3)に出現しており、eimendere + akū に由来する形式で

ある。一方、当該動詞語幹に未完了連体接辞がついた形式として eimere の出現例も見られる(3-23b-1-1)。
Yang（2025: 73）は動詞語幹 eimen- を想定し、これに付く未完了連体接辞（原文では nonpast participle 
suffix「非過去分詞接尾辞」）には -ndArA と -rA の両形が存在すると述べている。 
 また、『大清全書』においては eimederakū「不厭」という見出し語が収録されている。これは eimenderakū
の誤記である可能性が高いが、eimedembi という動詞の未完了否定形である可能性も否定できない。ただ

し、eimedembi の語形は『大清全書』や『増訂清文鑑』には収録されていない。一方、eimedembi の語形

は『満英辞典』（Norman 2013: 91）には収録されている。 
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ergi「方向」 얼기 (3-15a-6-4) (3-18a-5-6) 
erin「時」 어린 (3-4b-3-3) (3-11a-2-5) (3-11a-4-3) (3-19b-2-

6) 
eršembi「世話をする、面倒を

見る、仕える」 
--- --- 

 eršehe 얼셔허 (3-4b-2-1) 
ertele「これまで」 얼터러 (3-6a-6-2) (3-10b-1-6) 
ese「この人たち」 어스10 (3-22a-1-5) 
eshun「生の；習熟していな

い；野生の」 
엇훈 (3-17a-5-1) (3-20a-2-2) 

facuhūn「乱れた；乱れ」 파츄훈 (3-21b-6-3) (3-22a-4-3) (3-22b-4-4) 
fafulambi「禁ずる；伝令する」 --- --- 
 fafulame 파푸라머 (3-17a-3-8) (3-20a-4-6) 
 fafularengge11 파푸라렁거 (3-22a-1-1) 
fajiran「壁」 파지란 (3-17a-3-6) 
farhūn「暗い」 팔훈 (3-2b-4-3) 
fe「古い」 퍼 (3-5a-1-2) 
feise「煉瓦」 페스 (3-1a-5-1) 
fejile「下(に)」 퍼지러 (3-7a-5-2) 
feliyembi「歩いて行く」 --- --- 
 feliyembio 퍼렴 (3-11b-5-3) 
fengse「土製の鉢」 펑스 (3-1b-6-3) 
fila「小皿」 피라 (3-10a-6-2) (3-14a-2-5) (3-15a-2-1) 
fonjimbi「聞く」 --- --- 
 fonjifi 폰지피 (3-22a-2-8) 
 fonjiha 폰지하 (3-12b-4-3) 
 fonjihakū 폰지하쿠 (3-12b-1-4) 
 fonjime 폰지머 (3-6a-4-6) (3-16a-1-2) 
futa「縄」 푸타 (3-2a-2-3) (3-3b-1-6) 
gaimbi「とる」 --- --- 
 gaifi 개피 (3-15a-2-2) (3-22b-1-1) 
gajimbi「持って/取って/連れ

てくる；取り/連れに来る」12 
--- --- 

 gajifi 가지피 (3-2b-2-5) (3-3b-3-2) (3-7b-2-1) 
 gajiha 가지하 (3-18a-1-1) 
 gaju 가쥬 (3-7b-4-7) (3-8a-1-2) (3-10b-6-3) (3-14a-4-

6) 

 
10『三譯総解』と『淸語老乞大』における ese のハングル表記に違いが見られる。『三譯総解』には ese の
用例が 1 例見られ、そのハングル表記は「어서」である（出現箇所：(6-23a-2-4)）。一方、『淸語老乞大』

には ese の用例が 2 例見られ、そのハングル表記はいずれも「어스」である（出現箇所：(3-22a-1-5), (4-
22b-5-5)）。 
11 母音調和に従えば、fafularengge ではなく、fafularangge のはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該

箇所では、fafularengge の形で現れている。 
12 gaji- の意味に関しては、早田（1993）を参照されたい。 
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gamambi「持って/取って/連
れていく」 

--- --- 

 gama 가마 (3-10a-1-6) 
 gamafi 가마피 (3-2b-1-7) (3-3a-5-6) (3-9b-4-4) 
 gamaki 가마키 (3-9b-1-6) 
 gamakini 가마키니 (3-14a-3-4) 
gasambi「怨む」 가삼비 (3-4a-6-5) 
 gasara 가사라 (3-4a-5-5) 
 gasarakū 가사라쿠 (3-4b-1-2) 
gasihiyabumbi「財産を侵させ

る；財産を侵される」13 
--- --- 

 gasihiyabuha 가시햐부하  (3-4a-5-3) 
gašan「村」 가샨 (3-5b-2-4) (3-6a-4-2) (3-13b-3-2) (3-20a-3-

1) 
gebu「名」 거부 (3-12a-3-3) 
gelembi「恐れる」 --- --- 
 geleme 거러머 (3-21a-5-5) 
gelhun (gelhun akū「敢えて

〜」) 
걸훈 (3-8a-6-4) (3-21a-6-4) 

geli「また」 거리 (3-2b-2-1) (3-5b-1-6) (3-7a-2-5) (3-9a-4-3) 
(3-13b-6-4) (3-15a-3-4) (3-17b-1-4) (3-21b-
3-4) (3-22a-1-3) (3-23a-6-2) 

gemu「皆」 거무 (3-1a-4-4) (3-1b-1-4) (3-2a-2-1) (3-2b-3-2) 
(3-5a-2-2) (3-5b-5-5) (3-6a-3-5) (3-9b-5-5) 
(3-21a-5-2) (3-21b-4-3) 

genembi「行く」 거넘비 (3-2b-5-1) (3-4a-6-2) (3-22b-2-3) 
 gene 거너 (3-3a-1-6) (3-6b-5-6) (3-15a-2-4) (3-16b-2-

1) 
 geneci 거너치 (3-11b-4-5) (3-15a-5-1) (3-15b-2-6) 
 genefi 거너피 (3-2b-6-2) (3-5b-2-6) (3-10b-4-1) (3-11b-6-

3) (3-13b-1-2) (3-15b-1-1) (3-19b-3-3) 
 genehe 거너허 (3-13a-2-6) (3-13b-3-8) 
 geneki 거너키 (3-3b-4-3) (3-4a-4-4) (3-5b-3-6) (3-6a-4-7) 

(3-16a-1-3) 
 geneme 거너머 (3-13a-6-2) 
 generakū 거너라쿠 (3-13a-5-2) 
 genere 거너러 (3-4b-5-5) 
 genereo 거너 (3-13a-4-5) 
gerembi「空が明るくなる」 --- --- 
 gereke 거러커 (3-4a-2-5) 

 
13『淸語老乞大』における gasihiyabuha の朝鮮語訳は「해롭게다」である。『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 
318; 2020: 512）では、『淸語老乞大』の当該箇所における gasihiyabuha を漢語で「被糟蹋了」と訳してい

る。 
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 gereme 거러머 (3-3b-6-2) 
geren「多くの；すべての；衆

人」 
거런 (3-14b-6-3) (3-15b-4-1) (3-20b-1-2) (3-20b-

6-3) (3-21b-4-1) 
gese「〜のような」 거서 (3-8b-1-4) 
getukelembi「明白にする」 --- --- 
 getukeleme 거투커러머 (3-22a-2-7) 
getuken「明白な」 거투컨 (3-22a-5-1) 
gidambi「押さえる；隠す；打

ち負かす；頭を垂れる；塩漬

けにする；鳥が卵を抱く」 

--- --- 

 gidaha 기다하 (3-7b-6-1) (3-18a-1-3) 
gisun「言葉」 기순 (3-8b-5-4) (3-19a-3-2) (3-20b-2-1) (3-22b-3-

4) 
gisurembi「話す」 --- --- 
 gisureme 기수러머 (3-22b-3-7) 
giyai「街路(漢語街)」 걔 (3-18a-5-4) (3-18b-2-3) 
giyalabumbi「隔てさせる；隔

てられる」 
--- --- 

 giyalabuhabi 갸라부하비 (3-18b-1-1) 
gojime「とはいえ」 고지머 (3-12a-6-3) 
goro「遠い」 고로 (3-18a-6-4) 
gosimbi「慈しむ、愛する；疼

く」 
--- --- 

 gosicina 고시치나 (3-19b-1-5) 
 gosime 고시머 (3-11b-2-1) 
gucu「友達」 구츄 (3-6a-1-5) (3-9a-4-4) (3-9a-5-1) (3-9b-4-2) 

(3-10b-1-5) (3-10b-4-3) (3-14a-4-1) 14  (3-
17b-1-3) (3-19a-1-1) (3-21b-4-2) 

gucui「友達の」 구 (3-20b-1-3) 
gucuse「友達(複数形)」 구츄스15 (3-3b-5-1) 
gūwa「別の；別の人」  (3-2b-2-2) (3-3a-3-5) (3-7b-5-2) (3-16b-1-2) 
hacihiyambi「急かす；強いる」 --- --- 
 hacihiyame 하치햐머 (3-14a-2-2) 
hafirahūn「狭い；貧乏な」 하피라훈 (3-16a-6-3) (3-19a-5-2) (3-23a-1-1) 
hairambi「惜しむ；慈しむ」 해람비 (3-9a-2-6) 
hala「姓」 하라 (3-12b-1-1) (3-12b-2-1) (3-12b-2-4) (3-12b-

4-1) (3-12b-4-7) (3-12b-5-6) 
halangga「〜姓の(人)」 하랑가 (3-18b-6-4) 

 
14 原書の当該箇所における満洲語文語の満洲文字表記・ハングル表記のいずれも、印刷が不鮮明である。 
15『三譯総解』と『淸語老乞大』における gucuse のハングル表記に違いが見られる。『三譯総解』には

gucuse の用例が 3 例見られるが、ハングル表記はいずれも「구츄서」である。出現箇所は、(2-19a-4-5), 
(2-19b-2-3), (7-2b-5-2)である。一方、『淸語老乞大』には gucuse の用例が 8 例見られるが、ハングル表記

はいずれも「구츄스」である。 
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halbubumbi「受け入れさせ

る」 
--- --- 

 halbubure 할부부러 (3-20a-2-6) 
halbumbi「家に入らせる」 --- --- 
 halburakū 할부라쿠 (3-21a-6-6) 
hamimbi「殆ど足りる；殆

ど〜に近い；耐えられる」 
--- --- 

 hamika 하미카 (3-3b-6-3) 
hamtambi「大便する」 --- --- 
 hamtaci 함타치 (3-2b-6-3) 
 hamtame 함탐머 (3-2b-4-6) 
 hamtara 함타라 (3-3a-3-3) 
 hamtarakū 함타라쿠 (3-3a-2-3) 
hasi「茄子」 하시 (3-7b-4-5) 
hefeli「腹」 허퍼리 (3-5b-4-3) (3-10a-3-2) 
hehesi「女たち」 허허시 (3-1b-6-2) 
hendumbi「言う」 --- --- 
 henduhe 헌두허 (3-4b-5-2) 
 hendure 헌두러 (3-8b-5-3) (3-12a-1-1) 
hengke「瓜」 흥커 (3-7b-6-3) 
hese「敕旨；言葉」 허스 (3-20b-2-2) 
hiyase「一斗枡」 햐스 (3-11a-6-2) 
hiya「漢語夏」 햐  
 (hiya diyan「夏店」)  (3-15a-4-1) 
holbobumbi「連ねさせる；巻

き添えを食う」 
--- --- 

 holboburahū 홀보부라후 (3-3b-2-1) 
 holbobure 홀보부러 (3-21a-5-3) 
hoto「瓢箪；頭蓋骨；禿頭」 호토 (3-2a-1-4) 
hoton「城」 호톤 (3-13a-1-1) (3-17b-5-4) (3-18a-3-2) (3-18a-

4-4) 
huju「秣桶；銀運送用の容器」 후쥬 (3-3a-6-4) 
hukšembi「頭上に戴く；感戴

する；培う」 
--- --- 

 hukšefi 훅셔피 (3-1b-6-7) (3-11b-5-2) 
 hukšeme「有り難く思う」 훅셔머 (3-11b-3-4) 
hūcin「井戸」 후친 (3-1a-2-3) (3-1a-3-3) (3-1a-3-5) (3-1a-4-3) 

(3-1b-1-3) 
hūda「値段；商売」 후다 (3-18b-2-6) 
hūdai「値段/商売の」 후대 (3-18b-4-2) 
hūdašambi「商売する」 --- --- 
 hūdašame 후다샤머 (3-22b-2-2) 
hūdun「速い」 후둔 (3-4a-1-1) (3-15a-3-2) 
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hūlambi「読む；呼ぶ；雄鶏が

鳴く」 
--- --- 

 hūlafi 후라피 (3-3b-5-5) 
hūlašambi「交換する」 --- --- 
 hūlašame 후라샤머 (3-5b-3-2) (3-6b-3-1) (3-13b-3-7) 
 hūlašara 후라샤라 (3-6b-4-3) 
hūwa「庭」16  (3-3b-1-1) 
hūwaitambi --- --- 
 hūwaita 타 (3-3b-1-5) 
 hūwaitafi 타피 (3-2a-2-4) 
 hūwaitaki 타키 (3-3a-6-2) 
hūwanggiyambi「差し支える」 --- --- 
 hūwanggiyarakū「差し支え

ない」 
갸라쿠 (3-7a-2-1) 

i「彼；彼女」 이 (3-22a-6-3) (3-22b-3-1) 
i「の；で」 이 (3-1a-3-6) (3-1a-5-2) (3-1b-1-6) (3-3a-2-6) 

(3-5a-2-5) (3-6a-2-3) (3-7a-4-7) (3-8a-5-3) 
(3-10a-3-1) (3-11a-3-1) (3-11b-3-2) (3-16b-
6-2) (3-17a-6-4) (3-18a-5-2) (3-18b-2-5) (3-
18b-4-1) (3-21a-1-3) (3-21b-4-5) (3-22a-2-5) 
(3-22b-3-3) (3-23a-4-3) 

icemlembi「新しくする、更新

する」 
--- --- 

 icemleme 이쳠러머 (3-5a-2-3) 
ici「右；方向」 이치 (3-1a-6-4) 
icihiyambi「処理する」 --- --- 
 icihiyafi 이치햐피 (3-4a-1-4) 
ilanggeri「三回」 이랑거리 (3-3b-5-4) 
ilgambi「弁別する」 --- --- 
 ilgarakū 일가라쿠 (3-17b-2-2) 
ilimbi「立つ；起きる；止ま

る；休む」 
--- --- 

 ilicina 이리치나 (3-3b-5-2) 
indebumbi「宿らせる」 --- --- 
 indebume 인더부머 (3-20b-4-6) 
ini「彼の；彼女の」 이니 (3-13b-5-2) 
inu「そうだ；是；も」 이누 (3-5a-4-1) (3-5b-4-4) (3-6b-6-3) (3-7a-3-2) 

(3-8a-1-4) (3-8b-2-5) (3-8b-4-2) (3-8b-5-5) 
(3-11b-5-4) (3-12b-1-3) (3-12b-5-2) (3-14a-

 
16 当該箇所(3-3b-1-1)の hūwa は、ere huju hūwa umesi onco「이구유터히장너르니」という文脈に出現し

ている。原文における hūwa の朝鮮語訳は「터히」である。この「터히」の意味に関しては、高麗語言研

究院（2006: 580）は「터ㅎ~」は「《터》의 격형태」であると指摘している。また、두산동아 사서편집국
（1994: 1982）によれば、「터」は「建築や土木工事をする場所；敷地」などの意味である。 
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6-1) (3-18b-3-3) (3-18b-4-5) (3-20b-2-6) (3-
20b-3-3) 

isimbi「足りる；至る、及ぶ、

届く」 
--- --- 

 isitala「～に至るまで、～

に及ぶまで、〜まで」 
이시타라 (3-20a-4-2) 

isinambi「着く、至る」 --- --- 
 isiname 이시나머 (3-15a-5-2) 
 isinarakū 이시나라쿠 (3-1b-3-5) 
isinjimbi「到来する」 이신짐비 (3-22a-6-2) 
 isinjihabi 이신지하비 (3-21a-4-1) 
jafambi「取る；掴む；捕らえ

る、逮捕する；氷が張り詰め

る；交わりを結ぶ」 

--- --- 

 jafafi 쟈파피 (3-3a-1-3) 
 jafaha 쟈파하 (3-15a-1-4) 
 jafara 쟈피라 (3-14b-1-4) 
jai「第二；再び；更に」 쟤 (3-7b-5-1) (3-10a-1-3) 
jakūn「八」 쟈쿤 (3-1b-4-4) 
jamarambi「口論して騒ぎ立

てる」 
쟈마람비 (3-20a-1-1) 

jang「漢字張」 쟝 (3-12b-2-5) 
 (jang še jang「張社長」)  (3-12b-3-1) 
jang「漢字長」 쟝  
 (jang še jang「張社長」)  (3-12b-3-3) 
je「はい(応答の語)」 져 (3-15a-1-1) 
jembi「食べる」 겸비 (3-11b-6-7) 
 jefi 져피 (3-5b-3-5) (3-6b-5-4) (3-14a-2-3) 
 jefu 져푸 (3-9b-5-6) (3-10a-3-4) 
 jeke 져커 (3-9b-1-2) (3-10a-1-1) (3-10a-4-1) (3-10b-5-

3) 
 jekekū 져커부 (3-10b-2-1) 
 jeki 져키 (3-6b-3-4) 
 jekini 져키니 (3-3b-3-6) (3-6a-3-3) 
 jeme 져머 (3-14a-6-3) 
 jetere 져터러 (3-6a-6-5) 
 jeterengge 져터렁거 (3-11a-2-1) (3-11a-5-3) 
 jetereo 져터 (3-7b-1-1) (3-8a-3-4) 
jimbi「来る」 --- --- 
 jidere 지더러 (3-4b-3-2) (3-21b-5-2) (3-22a-2-1) 
 jifi 지피 (3-4b-4-3) (3-6b-2-3) (3-12a-5-7) 
 jihe 지허 (3-16a-5-5) 
 jihei 지헤 (3-2a-5-2) 
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jobobumbi「苦労させる」 --- --- 
 jobobuha 죠보부하 (3-11a-1-2) (3-11a-3-7) (3-12a-6-2) 
jobombi「苦労する」 --- --- 
 joboro 죠보로 (3-8b-2-3) 
jojin「馬銜」 죠진 (3-6a-1-1) 
joombi「やめる」 --- --- 
 joo「やめよ」  (3-4b-1-5) (3-23a-5-6) 
jugūn「道」 쥬군 (3-3a-2-5) (3-6a-2-2) (3-6a-5-4) (3-15a-6-2) 

(3-16a-3-4) (3-16b-2-5) 
jui「子」  (3-14a-3-1) 
julergi「南；前」 쥬럴기 (3-18b-4-6) 
juleri「南(に)；前(に)」 쥬러리 (3-5b-1-5) (3-6b-1-2) (3-16b-5-4) 
julgeci「昔より」 쥴거치 (3-2a-5-1) 
jurgan「行；義；部院(中央官
庁)」 

쥴간 (3-17a-3-1) (3-20a-1-3) (3-21a-3-1) (3-21b-
6-2) 

juse「子供達；子供」17 쥬서 (3-7b-1-2) (3-10b-2-2) 
jušuru「尺」 쥬슈루 (3-1b-4-5) 
juwan「十」  (3-5a-5-2) (3-15a-4-5) 
juwe「二」 쥬워 (3-1a-6-5) (3-1b-3-2) (3-15b-5-2) (3-15b-6-

5) (3-18b-5-2) 
juwembi「運ぶ」 --- --- 
 juweme 머 (3-1b-5-4) 
juwete「二つ毎」 쥬워터 (3-3a-5-4) 
kadalambi「管轄する」 --- --- 
 kadalara 카다라라 (3-21b-6-1)18 
kai「指定や断定の終助詞」 캐 (3-2a-5-5) (3-4b-1-6) (3-8b-4-6) (3-9a-3-1) 

(3-12b-3-6) (3-14b-2-4) (3-19a-2-4) (3-21a-
6-7) (3-23a-6-1) 

kambi「囲む；遮る」 --- --- 
 kaki 카키 (3-14b-6-5) 
kangkambi「喉が渇く」 --- --- 
 kangkara 캉카라 (3-11b-1-3) 
kemuni「しょっちゅう；ま

だ」 
커무니 (3-4b-3-5) (3-14b-3-1) (3-15a-4-4) 

kenehunjecuke「疑わしい」 커너훈져츄커 (3-17a-5-2) 
kenehunjembi「疑う」 --- --- 
 kenehunjeci 커너훈져치 (3-19a-3-6) 
kesi「恩」 커시 (3-8a-5-4) 

 
17 早田（1988: 16）によれば、『満文金瓶梅』における juse は、しばしば一人の「子供」を指す。したが

って、本稿では「子供達」という訳に加えて、「子供」という訳も併記している。なお、筆者が調査した

満洲語三家子方言においても、juse が一人の「子供」を指す用法が確認されている。 
18 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「카다라라」が「가다라라」のように見えるが、本来は「카다라라」

と書かれていたものと考えられる。 
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kimcimbi「詳察する」 --- --- 
 kimcici 킴치치 (3-20b-2-4) 
 kimcime 킴치머 (3-22a-2-6) 
koco「家の中の曲がった所」 코쵸 (3-20a-3-3) 
komso「少ない」 콤소 (3-7a-1-5) (3-7a-2-3) 
kundulembi「敬う」 --- --- 
 kundulefi 쿤두러피 (3-12a-2-3) 
kunggur (kunggur seme「沢山
の車が行く音；沢山の馬が

進む音；大勢の人が走る音」) 

쿵굴 (3-15b-2-4) 

kutulembi「馬の口をとる」 --- --- 
 kutuleme 쿠투러머 (3-2b-1-5) (3-2b-2-4) (3-3a-5-5) 
labdu「多い」 랍두 (3-1a-5-4) (3-5a-4-4) (3-9b-6-4) (3-23a-1-4) 
latubumbi「貼り付ける」 --- --- 
 latubuhangge 라투부항거 (3-17a-4-2) 
leose「漢語楼子」 ᄅힼ스 (3-18a-5-1) (3-18a-6-1) (3-18b-1-2) 
lio「漢語劉」  (3-18b-6-3) 
liyoodung「漢語遼東」 둥 (3-12b-6-5) (3-17b-5-3) (3-18a-3-1) (3-18a-

4-3) (3-20a-6-1) 
majige「少し」 마지거 (3-6b-2-5) (3-8a-3-3) (3-9b-1-5) (3-19b-1-4) 
mangga「難しい；硬い；強い；

高価な」 
망가 (3-14b-1-6) 

manggai (manggai oci「ただ〜

のみ」) 
망개 (3-1b-4-1) 

manggašambi「難儀する；恥

じらう」 
--- --- 

 manggašara 망가샤라 (3-10a-4-5) 
manggi「〜た後」 망기 (3-9b-1-3) (3-10a-1-2) (3-10b-5-4) (3-13a-2-

7) 
manju「満洲」 만쥬 (3-20b-3-2) (3-21a-2-3) 
meimeni「各々」 메머니 (3-2a-1-1) 
melembi「家畜に水を飲ませ

る」 
--- --- 

 mele 머러 (3-2b-3-1) 
 meleme 머러머 (3-2b-3-3) 
membe「私たち(除外的)を」 멈버 (3-16b-4-6) (3-16b-6-4) (3-19b-1-3) (3-19b-

3-1) (3-19b-5-2) 
mende「私たち(除外的)に」 먼더 (3-13b-6-2) 
meni「私たち(除外的)の」 머니 (3-1a-3-1) (3-1b-1-1) (3-1b-5-1) (3-6b-4-5) 

(3-13a-2-4) (3-16a-6-1) 
micihiyan「浅い」 미치햔 (3-1a-6-1) 
minde「私に」 민더 (3-12b-5-3) 



 19 

mingga「千」19 밍가 (3-12a-1-3) 
mini「私の」 미니 (3-4b-3-6) (3-4b-4-5) (3-9b-6-1) (3-12b-2-3) 

(3-12b-3-8) (3-12b-5-5) (3-13a-4-2) (3-18b-
6-6) (3-19a-2-1) 

morin「馬；午」 모린 (3-2b-1-3) (3-3a-1-1) (3-4a-1-5) (3-5b-5-3) 
(3-9a-5-5) (3-10b-1-3) (3-14a-4-3) (3-14b-1-
2) (3-22b-1-4) 

moro「椀」 모로 (3-9b-2-1) (3-9b-3-5) (3-10a-6-1) (3-14a-2-
4) (3-15a-1-7) 

mujakū「極めて」 무쟈쿠 (3-13b-4-2) 
muke「水」 무커 (3-1b-5-3) (3-2a-1-2) (3-2a-3-2) (3-2a-3-5) 
murikū「強情な人/馬；転手」 무리쿠 (3-21b-2-3) 
mursa「大根」 물사 (3-7b-4-3) 
muru「外見」 무루 (3-20b-1-5) (3-22a-4-6) 
muse「私たち(包括的)」 무스20 (3-2b-5-2) (3-3a-5-1) (3-3b-4-1) (3-3b-6-4) 

(3-5b-2-2) (3-6a-3-4) (3-14a-5-2) (3-14b-6-
1) (3-15b-2-2) (3-15b-6-4) 

mutembi「できる」 --- --- 
 muterakū 무터라쿠 (3-15a-5-3) (3-22b-3-8) 
nadan「七」 나단 (3-1b-4-3) 
nade「地に」 나더 (3-2b-4-4) 
nahan「オンドル」 나한 (3-16b-4-2) (3-22b-6-4) 
narhūn「細い、細かい」 날훈 (3-2a-2-2) 
nasan「塩漬けの白菜」(nasan 
hengke「胡瓜」) 

나산 (3-7b-6-2) 

nashūn「機会、際」 낫훈 (3-11b-1-4) 
neimbi「開く」 --- --- 
 neihe 네허 (3-18b-6-2) 
nenembi「先行する」 --- --- 
 nenehe 너너허 (3-5a-4-2) 
ni「の；で」 니 (3-2a-4-3) (3-12b-3-4) (3-22b-1-8) 
nikan「漢人」 니칸 (3-20b-2-5) (3-22b-3-2) 
ningge「〜であるもの」 닝거 (3-1a-6-2) (3-1b-2-4) (3-8a-2-1) 

 
19 当該語は『増訂清文鑑』では minggan と綴られている。一方、『大清全書』では mingga と綴られてい

る。『淸語老乞大』の当該箇所では、満洲文字表記・ハングル表記のいずれも、mingga に対応する形で現

れている。최동권 외（2012: 570）は、『淸語老乞大』における mingga は minggan の異形態であると述べ

ている。 
20『三譯総解』と『淸語老乞大』における muse のハングル表記に違いが見られる。muse は『三譯総解』

において用例が 9 例あるが、ハングル表記はいずれも「무서」となっている。また、musei は『三譯総解』

において用例が 8 例あるが、ハングル表記はいずれも「무세」となっている。すなわち、『三譯総解』に

おける muse と musei の e は、「ㅓ」である。『三譯総解』における muse の出現箇所は、(1-18b-3-3), (2-15a-
1-1), (4-15a-6-2), (5-1b-5-3), (5-9a-1-5), (5-10a-1-2), (8-12a-6-5), (8-12b-3-1), (9-7a-4-4)である。『三譯総解』に

おける musei の出現箇所は、(3-25b-5-5), (5-12a-6-3), (6-21a-6-7), (6-23a-1-7), (6-23a-4-5), (9-7a-1-3), (10-6b-
4-5), (10-23a-2-4)である。なお、岸田（1989: 27-28）も『三譯総解』と『淸語老乞大』の複数接尾辞 -se の
表記について紹介している。 
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niyalma「人」 냘마 (3-3a-4-1) (3-3a-5-3) (3-6a-6-1) (3-8a-4-2) 
(3-9a-2-4) (3-12a-5-4) (3-13a-3-2) (3-13b-4-
4) (3-13b-6-5) (3-15b-3-3) (3-15b-3-5) (3-
15b-5-3) (3-16a-3-2) (3-16a-6-4) (3-16b-3-1) 
(3-17a-5-3) (3-17a-6-5) (3-17b-4-5) (3-17b-
5-2) (3-18a-4-2) (3-18b-6-5) (3-20a-2-3) (3-
20a-6-2) (3-20b-3-6) (3-21a-5-1)21 (3-21a-6-
2) (3-21b-2-5) (3-21b-3-2) (3-21b-4-6) (3-
22a-4-4) (3-22b-5-1) 

niyalmai「人の」 냘매 (3-11b-6-1) (3-15a-6-6) (3-20b-6-1) 
nofi「人の助数詞」 노피 (3-16a-1-1) 
nure「酒(粟や黍などを原料

として醸造した酒)」 
누러 (3-9a-1-3) 

nurei「酒の」 누레 (3-18b-5-5) 
okson「歩み、一歩」 옥손 (3-18b-2-1) 
olon「馬の腹帯」22 오론 (3-5b-6-3) 
ombi「なる」 옴비 (3-6b-6-4) (3-7a-3-3) 
 oci 오치 (3-1b-4-2) (3-4b-1-3) (3-4b-2-5) (3-6b-6-2) 

(3-7b-4-2) (3-8a-3-2) (3-8b-6-4) (3-9a-2-2) 
(3-9a-6-2) (3-13a-3-5) (3-13a-5-3) (3-14b-3-
4) (3-17b-6-5) (3-22a-5-3) (3-22b-5-4) (3-
23a-3-4) 

 ocibe 오치버 (3-19b-4-4) (3-19b-5-1) 
 ofi 오피 (3-6b-1-5) 
 oho 오호 (3-5a-1-1) (3-5b-1-4) (3-15a-5-4) 
 ohode 오호더 (3-1b-5-5) (3-7a-2-4) (3-13a-6-3) 
 ojorakū 오죠라쿠 (3-19a-5-4) (3-20a-6-6) (3-23a-2-4) 
 okini 오키니 (3-1b-3-1) (3-5b-4-2) (3-16b-5-1) 
omiholabumbi「飢えさせる」 --- --- 
 omiholabumbio23 오미호라붐 (3-9a-6-5) 
onco「横に広い」 온쵸 (3-3b-1-3) 
onggombi「忘れる」 --- --- 
 ongggofi 옹고피 (3-14b-5-2) 
 onggorakū 옹고라쿠 (3-11b-3-5) 

 
21 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「냘마」が「냘미」のように見えるが、本来は「냘마」と書

かれていたものと考えられる。 
22 満洲語文語の olon は、『淸語老乞大』に用例が 2 例ある。出現箇所は(3-5b-6-3), (5-1b-2-4)である。こ

の 2 例の olon は、『淸語老乞大』原書における朝鮮語訳はいずれも「오랑」である。南廣祐（1997: 1095）
によれば、「오랑」は現代語では「뱃대끈」である。また、두산동아 사서편집국（1994: 916）によれば、

現代語の「뱃대끈」は「（馬などの）腹帯」などの意味がある。「오랑」の語源について、최동권 외（2012: 
214）はモンゴル語 olang からの借用語であると指摘している。モンゴル語のこの olang は、『蒙漢詞典』

（内蒙古大學蒙古學研究院蒙古語文研究所 1999: 205）では olong と綴られている。また、清代の『満蒙

文鑑』においても olong と綴られている。 
23『増訂清文鑑』には語幹形 omiholobu- は収録されている（見出し語 omiholobumbi「使挨餓」参照）が、

語幹形 omiholabu- は収録されていない。 
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orho「草」 올호 (3-3b-2-2) (3-6a-3-1) 
puseli「店」 푸스리 (3-18b-6-1) 
sabumbi「見る」 --- --- 
 sabuha 사부하 (3-3a-4-2) 
sahambi「積む」 --- --- 
 sahahangge 사하항거 (3-1a-5-3) (3-1b-2-1) 
saikan「美しい」 새칸 (3-12a-2-2) 
sain「良い」 샌 (3-4b-6-5) (3-8a-1-5) (3-11a-1-4) (3-13b-4-3) 

(3-17b-1-6) (3-18b-6-7) (3-19b-4-3) (3-21b-
2-4) 

sakda「年老いた」 삭다 (3-23a-1-2) 
sambi「知る」 --- --- 
 sarkū 살쿠 (3-19a-2-6) (3-20b-4-2) 
se「〜たち」 스 (3-12a-5-5) 
seibeningge「昔のもの」 세버닝거 (3-4b-6-1) 
sejen「車」 서젼 (3-16b-6-1) (3-23a-4-2) 
sektembi「敷く」 --- --- 
 sektehebi 석터허비 (3-5a-2-6) 
selgiyembi「伝令する、布令

する」 
--- --- 

 selgiyehebi 설겨허비 (3-20a-5-1) 
sembi「言う」 슴비 (3-6b-3-5) (3-19b-4-2) 
 secibe 스치버 (3-20a-6-3) 
 sehe 스허 (3-5a-5-4) 
 sehebi 스허비 (3-12a-3-6) 
 seme 스머 (3-3a-6-1) (3-4a-5-4) (3-5a-5-5) (3-8a-2-4) 

(3-15a-1-3) (3-15b-2-5) (3-15b-4-2) (3-20a-
2-7) (3-23a-6-5) 

 serakū 스라쿠 (3-4b-2-4) 
si「あなた」 시 (3-2b-1-1) (3-3a-1-5) (3-3a-2-4) (3-12b-6-1) 

(3-13a-1-6) (3-14a-2-1) (3-14a-4-2) (3-15a-
1-6) (3-16b-1-1) (3-17b-6-3) (3-18a-2-3) (3-
19a-1-2) (3-19b-1-2) (3-20a-5-2) (3-23a-2-5) 

sidende「間に」 시던더 (3-4a-2-3) (3-14a-5-4) (3-18b-5-4) 
siderembi「馬等の脚に脚綱を

かける」 
--- --- 

 siderehekū 시더러허쿠 (3-14b-5-3) 
 sidereki 시더러키 (3-14b-4-2) 
 siderembihe 시더럼비허 (3-14b-4-5) 
sikse「昨日」 식서 (3-4b-5-1) 
sinci「あなたより」 신치 (3-9a-4-1) 
sindambi「置く；放つ」 --- --- 
 sinda 신다 (3-7a-4-2) 
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 sindafi 신다피 (3-22a-3-2) 
 sindahabi 신다하비 (3-9a-5-6) 
 sindame 신다머 (3-6a-2-5) 
sinde「あなたに」 신더 (3-14a-1-2) 
sini「あなたの」 시니 (3-7a-1-2) (3-8b-5-2) (3-12b-1-6) (3-12b-4-

6) (3-13a-6-4) (3-16a-4-5) (3-16b-4-1) (3-
19a-3-1) 

sininggeo「あなたのもの

(siningge)か」 
시닝ᄀᅺ (3-18b-4-4) 

sogi「野菜」 소기 (3-7b-1-4) (3-7b-5-3) 
soktombi「酔う」 --- --- 
 soktoho 속토호 (3-9a-2-3) 
songko「跡；同様」 송코 (3-22a-4-5) 
sulabumbi「残しておく；緩め

る」24 
--- --- 

 sulabume 수라부머 (3-5b-6-5) 
sumbi「解く；脱ぐ；門を開

ける」 
--- --- 

 sufi 수피 (3-6a-1-3) 
suwaliyambi「混ぜる」 --- --- 
 suwaliyame 랴머 (3-21a-3-6) 
suwe「あなたたち」 숴 (3-4b-1-1) (3-9b-5-1) (3-9b-6-6) (3-10a-2-1) 

(3-10b-2-3) (3-15a-2-5) (3-16a-2-5) (3-17a-
6-1) 

suwembe「あなたたちを」 쉄버 (3-17a-1-3) (3-20b-4-5) 
suweni「あなたたちの」 숴니 (3-1a-2-1) (3-8b-4-3) (3-15b-5-1) (3-20b-1-

1) 
šahūrun「寒い」 샤후룬 (3-23a-3-1) (3-23a-6-4) 
šasiha「羹」25 샤시하 (3-10b-3-2) 
še「漢字社」 셔  
 (jang še jang「張社長」)  (3-12b-3-2) 
šolo「暇」 쇼로 (3-16b-4-4) 
šumin「深い」 슈민 (3-1a-6-3) (3-1b-2-3) (3-1b-4-6) 
šun「太陽」 슌 (3-5b-1-1) (3-19b-2-2) 
šurdembi「回る」 --- --- 

 
24 sulabumbi の『増訂清文鑑』における満洲語の説明文および漢語訳は、それぞれ yaya funcebure be 
sulabumbi sembi および「留空」である。羽田（1937: 387）は「殘しておく．剩しておく．留めておく．

空けておく.」と和訳している。『淸語老乞大』の当該箇所(3-5b-6-5)における sulabume に対応する朝鮮語

訳は「느초고」である。すなわち、当該箇所の sulabu- に対応する朝鮮語は「느초다」である。南廣祐（1997: 
320）によれば、「느초다」は現代語では「늦추다」である。また、두산동아 사서편집국（1994: 501）によ

れば、「늦추다」は「緩める；緩くする」などを意味する。 
25 当該語は『増訂清文鑑』では šasihan と綴られている。見出し語 šasihan「羹」を参照されたい。一方、

『大清全書』では šasiha と綴られている。見出し語 šasiha「羹。湯。腮際。」を参照されたい。『淸語老乞

大』の当該箇所では、šasiha の形で現れている。 
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 šurdeme 슐더머 (3-14b-6-4) 
taibu「梁」 태부 (3-5a-3-4) 
taka「暫く」 타카 (3-3a-2-2) 
takambi「見知る」 타캄비 (3-16b-3-3) 
 takambio 타캄 (3-19a-1-3) 
 takara 타카라 (3-17b-1-2) 
takasu「暫く待て」 타카수 (3-15b-2-1) 
takūrambi「遣わす」 --- --- 
 takūrafi 타쿠라피 (3-14a-1-1) 
tamambi「盛る；拾い集める；

列の乱れを整える」 
--- --- 

 tamafi 타마피 (3-10a-1-5) (3-10b-3-4) 
 tamame 타마머 (3-9b-3-6) 
tanggū「百」 탕구 (3-18b-1-5) 
tatabumbi「引かせる；宿らせ

る」 
타타붐비 (3-17b-2-4) 

 tatabuha 타타부하 (3-21a-3-3) 
tatambi「引く；宿る」 타탐비 (3-2a-3-7) 
 tatara 타타라 (3-2a-3-3) (3-16a-6-5) 
 tatareo26 타타 (3-4b-4-4) 
te「今」 터 (3-4a-3-1) (3-5a-2-1) (3-19b-2-1) (3-20a-1-2) 
tebumbi「座らせる；住まわせ

る；職に就かせる；盛る；植

える；納棺する；酒を作る」 

--- --- 

 tebufi 터부피 (3-7a-5-3) 
tede「そ/あの所に；そ/あの人

に」 
터더 (3-9b-1-4) 

teike「今し方」 테커 (3-13b-3-5) 
teile「だけ」 테러 (3-19b-5-5) 
teisu「相応；本分；向かい合

い」 
테수 (3-18b-5-1) 

teisulembi「出会う；相応す

る」 
--- --- 

 teisulefi 테수러피 (3-13b-5-1) 
tembi「座る；住む；職に就く；

沈殿する；水が溜まる」 
--- --- 

 tehebi 터허비 (3-12b-6-3) (3-13a-1-4) (3-17b-6-2) (3-18a-
3-6) (3-18a-5-8) 

temgetu「印(いん)の一種；印

(しるし)；証拠；証書」 
텀거투 (3-18a-1-4) (3-22a-6-4) 

temšembi「争う」 --- --- 

 
26 母音調和に従えば、tatareo ではなく、tatarao のはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該箇所では、

tatareo に対応する形で現れている。 
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 temšere 텀셔러 (3-22b-6-2) 
teng (teng seme「しっかり

と」) 
텅 (3-3a-5-7) 

teni「やっと」 터니 (3-8a-4-3) (3-22a-3-1) 
tere「その；それ；その人；

あの；あれ；あの人」 
터러 (3-5b-2-3) (3-8a-1-3) (3-9a-6-3) (3-9b-4-1) 

(3-10b-1-1) (3-10b-4-2) (3-13b-3-1) (3-14a-
5-5) (3-15a-6-5) (3-15b-3-1) (3-18b-3-2) (3-
18b-3-4) (3-19a-1-4) (3-21a-1-1) 

tetun「器；棺桶」 터툰 (3-10b-5-5) 
tohombi「馬を装備する」 --- --- 
 tohoro 토호로 (3-4a-2-2) 
tokso「村」 톡소 (3-20a-3-2) 
tome「〜毎に」 토머 (3-17a-3-4) 
toombi「罵る」 --- --- 
 toorahū 라후 (3-3a-4-4) 
tubai「そこ/あそこの」 투매 (3-1a-3-2) (3-1b-1-2) 
tucibumbi「出す」 --- --- 
 tucibufi 투치부피 (3-9b-3-7) 
tucimbi「出る」 --- --- 
 tucifi 투치피 (3-8b-3-2) (3-8b-3-5) 
 tucire 투치러 (3-18b-2-7) 
tuhembi「倒れる；落ちる」 --- --- 
 tuhefi 투허피 (3-19b-2-3) 
tukiyembi「持ち上げる；担

ぐ；挙用する；称揚する；客

に配膳する」 

--- --- 

 tukiye 투켜 (3-7b-2-4) 
tule「外に」 투러 (3-8b-3-4) (3-8b-6-1) 
tulergi「外」 투럴기 (3-8b-2-6) (3-11b-4-3) 
tulgiyen「〜以外」 툴견 (3-9a-4-2) 
tumen「万」 투먼 (3-12a-3-1) 
tura「柱」 투가 (3-5a-3-5) 
turgunde「〜の原因/理由で」 툴군더 (3-21a-2-5) 
turi「豆」 투리 (3-3b-2-3) 
tuttu「そのように；あのよう

に」 
툳투 (3-2a-4-2) (3-5a-3-1) (3-5b-4-1) (3-9a-6-1) 

tuwakiyabumbi「見張らせる」 --- --- 
 tuwakiyabufi 캬부피 (3-6a-2-6) 
tuwakiyambi「見張る」 --- --- 
 tuwakiyafi 캬피 (3-21b-5-7) 
 tuwakiyame 캬머 (3-9a-5-4) 
tuwambi「見る」 --- --- 
 tuwa 투와 (3-15a-2-6) 
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 tuwaci 투와치 (3-18a-2-1) 
 tuwame 투와머 (3-9b-5-4) (3-10b-5-1) (3-15b-6-2) 
 tuwarengge27 투와렁거 (3-9a-1-1) 
tuwanambi「見に行く」 --- --- 
 tuwanarakū 투와나라쿠 (3-13b-1-3) 
tuwašambi「面倒を見る、補給

する；見張る、監視する」 
--- --- 

 tuwašara 샤라 (3-10b-1-4) 
ubaci「ここより」 우바치 (3-15a-4-3) (3-22a-1-2) 
ubade「ここに/で」 우바 (3-12a-5-6) (3-15b-5-4) (3-22a-6-1) 
ubai「ここの」 우배 (3-1a-3-4) (3-1a-4-2) (3-2a-3-1) 
ucumbi「掻き混ぜる」 --- --- 
 ucume 우츄머 (3-3b-3-3) 
ucuri「機会、折」 우츄리 (3-20b-5-3) 
udu「幾つ；いくら〜(だと

て)」 
우두 (3-5a-5-1) (3-7a-6-1) (3-18a-6-3) (3-20a-5-3) 

uhei「一緒に」 우헤 (3-14b-6-2) 
ujen「重い」 우젼 (3-9a-1-2) 
uju「頭；第一」 우쥬 (3-1b-6-5) 
ukambi「逃げる」 --- --- 
 ukaka28 우카카 (3-21a-2-2) 
ulebumbi「食物を与える、食

べさせる；筆を墨に浸す；荒

縫いさせる」 

우러붐비 (3-11b-2-4) 

 ulebu 우러부 (3-7a-5-5) 
 ulebufi 우러부피 (3-10b-5-2) (3-13b-6-3) 
 ulebuhe 우러부허 (3-11a-3-4) 
 ulebuki 우러부키 (3-8a-1-1) 
 ulebure 우러부러 (3-8a-6-1) 
ulhibumbi「悟らせる」 --- --- 
 ulhibume 울히부머 (3-20a-4-4) 
ulin「貨財」 우린 (3-18b-2-4) (3-18b-3-5) 
umai「全く(〜でない)」 우매 (3-11a-1-3) (3-19a-3-5) (3-22b-4-3) 
ume「否定命令標識」 우머 (3-3a-3-2) (3-4a-5-2) (3-10a-2-2) (3-20a-2-5) 

(3-22b-6-1) 

 
27 母音調和に従えば、tuwarengge ではなく、tuwarangge のはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該箇

所では、tuwarengge の形で現れている。なお、tuwarengge の語形は他の文献にも見られる。例えば、『大

清全書』には heyen miyan ken tan i tuwarengge「待㸔不㸔的」が収録されており、tuwarengge の語形が見

られる。 
28『大清全書』には ukaha と ukaka の両方の形式が見られる。ukaha hūlha「逸盗。」や ukaka bucehe「迯
兦。」（「迯」と「兦」はそれぞれ「逃」と「亡」の異体字）などの見出し語を参照されたい。『満露辞典』

（Захаров 1875: 143）にも、uka- につく完了接辞には -ha と -ka の両形式があるという記述がある。『淸

語老乞大』にも、ukaha と ukaka の両方の形式が見られる。出現箇所はそれぞれ(2-18a-4-2)と(3-21a-2-2)で
ある。최동권 외（2012: 603）も、『淸語老乞大』に ukaha と ukaka の両方の形式が見られることに言及し

ている。 
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umesi「甚だ」 우머시 (3-1a-5-5) (3-1b-2-2) (3-3b-1-2) (3-4b-6-4) 
(3-5b-4-5) (3-10a-5-4) 

unde「まだ〜していない」 운더 (3-6b-1-1) 
undehen「板；割竹」 운더헌 (3-5a-2-4) 
unenggi「誠；事実；誠実な；

本当の」 
우넝기 (3-19a-5-1) (3-22b-4-2) 

unggimbi「遣わす」 웅김비 (3-22a-3-3) 
 unggirengge 웅기렁거 (3-12a-2-4) 
untuhun「空の」 운투훈 (3-7a-6-2) (3-8b-1-5) (3-11a-3-2) 
urembi「果物が熟する；飯が

調理済みである；熟練する」 
--- --- 

 urehe 우러허 (3-7b-1-3) 
 urehebi 우러허비 (3-6b-5-2) 
 urehengge 우러헝거 (3-8b-6-3) 
urunakū「必ず」 우루나쿠 (3-13a-4-1) (3-15b-3-4) 
ushambi「恨む」 웃함비 (3-8b-1-2) 
 usharakū 웃하라쿠 (3-8a-3-1) 
uthai「すぐに；即ち」 욷해 (3-2a-5-3) (3-4b-1-4) (3-8a-5-1) (3-14b-2-2) 

(3-16b-3-4) (3-23a-5-5) 
uttu「このように」 욷투 (3-2a-5-4) (3-5b-1-2) (3-6b-6-1) (3-14b-2-3) 

(3-14b-3-2) (3-19b-6-4) (3-21a-4-2) (3-22b-
5-3) 

wai「湾曲した(所)」 왜 (3-20a-3-4) 
waidambi「柄杓で水を汲む」 --- --- 
 waidara 왜다라 (3-2a-1-3) 
wajimbi「終わる」 와짐비 (3-14a-6-4) 
 wajiha 와지하 (3-2b-3-4) (3-4a-3-3) (3-13a-5-4) (3-22b-5-

5) 
waka「〜ではない；非」 와카 (3-17a-2-2) (3-17b-1-5) (3-17b-4-6) (3-20b-

3-1) (3-20b-3-4) (3-22b-5-2) 
waliyambi「捨てる；吐き出

す；展墓する」 
--- --- 

 waliyarakū 와랴라쿠 (3-13a-3-4) 
wang「漢語王」 왕 (3-12b-5-7) 
webe「誰を」 워버 (3-16b-3-2) 
wehe「石」 워허 (3-1b-1-5) 
weihukelembi「軽んじる」 --- --- 
 weihukelehe 웨후커러허 (3-8a-2-3) 
werimbi「残す」 --- --- 
 werifi 워리피 (3-6a-1-7) 
wesihun「上に；東に；高貴

な」 
워시훈 (3-11a-6-6) 
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ya「誰；どこ；何；どれ；ど

ちら」 
야 (3-18a-3-4) 

yabumbi「行く、歩く；行う」 --- --- 
 yabuci 야부치 (3-8b-4-1) 
 yabume 야부머 (3-8b-6-2) 
 yaburakūn 야부라쿤 (3-8b-3-3) 
 yabure 야부러 (3-6a-5-5) (3-16a-3-5) (3-16b-2-6) 
yadahūšambi「飢える」 --- --- 
 yadahūšaha 야다후샤하 (3-5b-5-1) 
 yadahūšara 야다후샤라 (3-11a-4-2) 
yamjimbi「日が暮れる」 --- --- 
 yamjifi 얌지피 (3-16a-4-4) 
 yamjiha 얌지하 (3-15a-3-5) (3-19b-2-5) 
yargiyan「本当の」 얄갼 (3-11b-3-1) 
yooni「すべて」 니 (3-1b-6-1) 
yuyumbi「飢える」 --- --- 
 yuyure 유유러 (3-11b-1-2) 
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Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae is one of the books compiled by the Bureau of Interpreters during 
the Joseon Dynasty in Korea. In this work, Written Manchu words were recorded in 
both the Manchu script and the Hangul transcription. Notably, the Hangul transcriptions 
do not always correspond directly to their Manchu script counterparts, suggesting that 
they may reflect phonetic nuances not fully represented in the Manchu script. This 
paper presents a Möllendorff-transcription-based index of Written Manchu words 
found in the third volume of Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae. By aligning the Hangul 
transcriptions with their equivalents in the Manchu script (represented in Möllendorff 
transcription), the index serves as a practical reference for exploring script 
correspondences and phonological details of Written Manchu. 
 

（おう・かいは boljon@163.com） 


